
（北海道）

市 政 ル ポ 富
ふ ら の

良野市

自
ら
の
力
で
は
ぐ
く
む
地
域
の
に
ぎ
わ
い

目
指
す
都
市
像
は《
農
村
観
光
環
境
都
市
》

フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
が
も
た
ら
す 

に
ぎ
わ
い
創
出

　

今
年
６
月
20
日（
土
）正
午
、
北
海
道
富
良
野
市
の

中
心
市
街
地
に
、
カ
フ
ェ
、
惣
菜
店
、
ピ
ザ
専
門
店

な
ど
の
飲
食
店
、
地
元
産
の
農
作
物
や
食
料
品
等
を

扱
う
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
ほ
か
、
多
目
的
交
流
施
設

（
ア
ト
リ
ウ
ム『
タ
マ
リ
ー
バ
』）も
併
設
す
る
大
型
商

業
交
流
施
設
「
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
２
」
が
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

富
良
野
市
最
大
の
地
域
資
源
は「
農
と
食
」だ
。
富

良
野
市
に
は
そ
の
発
信
を
テ
ー
マ
に
、
富
良
野
市
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
既
存
中
核
施
設
と
し

て
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
が
平
成
22
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て

い
る
。

　

国
道
38
号
線
沿
い
に
立
地
す
る
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ

は
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
わ
ず
か
５
年
間
で
、
観
光
客
を

中
心
に
３
０
０
万
人
以
上
も
の
利
用
者
数
を
記
録
す

る
人
気
施
設
に
成
長
。
既
に
大
き
な
に
ぎ
わ
い
を
地

域
に
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
隣
接
地
に
建
設
さ
れ

た
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
２
は
、
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
の

「
続
編
」的
な
施
設
と
も
い
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
。

　

フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
２
と
一
体
構
造
の
建
物
の
中
に

は
、
前
述
の
多
目
的
交
流
施
設「
ア
ト
リ
ウ
ム『
タ
マ

リ
ー
バ
』（
観
光
客
の
滞
留
拠
点
施
設
並
び
に
市
民
と

の
交
流
施
設
）の
ほ
か
、
ま
ち
な
か
共
同
住
宅（
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
）、
市
立
保
育
所
（
虹
い
ろ
保
育
所
）
な

ど
の
各
種
施
設
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
隣

接
地
に
は
、
昨
年
完
成
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
調
剤
薬

局
や
個
人
店
舗
が
稼
働
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
す
べ

て
を
含
め
て
「
機
能
性
と
利
便
性
に
富
ん
だ
中
心
市

街
地
の
再
構
築
」（
ネ
ー
ブ
ル
タ
ウ
ン
事
業
）
が
図
ら

れ
て
い
る
の
だ
。

　
「
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
事
業
と
ネ
ー
ブ
ル
タ
ウ
ン
事

業
は
、
富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

第
一
期
事
業
の
核
に
な
る
事
業
で
す
。
富
良
野
市
で

は
そ
れ
以
前
の
平
成
20
年
ま
で
に
、
Ｊ
Ｒ
富
良
野
駅

前
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
終
え
、
札
幌
市
や

旭
川
市
を
は
じ
め
と
す

る
道
内
各
地
と
結
ぶ
長
距
離
バ
ス
乗

り
場
お
よ
び
待
合
所
の
整
備
や
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
表
玄
関
の
整
備
が

完
成
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
Ｊ
Ｒ
富
良
野
駅
前
か

ら
市
内
随
一
の
基
幹
道
路
で
あ
る
国
道
38
号
線
沿

い
の
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
ま
で
を
つ
な
ぐ
、
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
の
様
相
は
、
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ

２
の
完
成
を
契
機
に
、
今
後
さ
ら
に
大
き
な
変
貌

を
遂
げ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
能
登
芳
昭
・
富
良
野
市
長
だ
。

能
の と

登芳
よしあき

昭
富良野市長
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実
際
問
題
、
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
だ

け
で
、
中
心
市
街
地
に
は
年
間
平
均
約
50
〜
60
万
人

が
新
た
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
利
用
者
数
は

年
々
増
大
し
て
昨
年
が
85
万
人
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
は
そ
れ
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
る
。
そ

こ
に
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
２
が
加
わ
れ
ば
、「
中
心
市

街
地
の
様
相
が
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
る
」
と
い
う
能

登
市
長
の
言
葉
も
大
い
に
う
な
ず
け
る
。

　

に
ぎ
わ
い
創
出
が
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
」
第
一
期
事
業
の
成
果
と
す
れ
ば
、
次
は
ど
の
よ

う
な
事
業
展
開
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
２
つ
の
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

に
ぎ
わ
い
を
、
今
後
は
ま
ち
な
か
回
遊
に
よ
る
中
心

市
街
地
全
体（
約
77

ha
を
区
域
に
設
定
）の
活
性
化
へ

と
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
、
第
二
期
事
業
の
大
き

な
目
標
に
な
り
ま
す
」（
能
登
市
長
）

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
昨
年
10
月
に
認
定
さ
れ
た
、
新

た
な
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
や
商
工
会
議
所
・
商
店
街
な

ど
の
各
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る「
サ
ン
ラ
イ
ズ
・

パ
ー
ク
整
備
事
業
」
と
し
て
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す

る
。
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
の
設
立
と
運
営
で
も
た
ら
さ

れ
た
に
ぎ
わ
い
が
、
真
の
意
味
で
永
続
性
あ
る
「
面

的
」
な
地
域
活
性
化
に
結
び
付
く
か
否
か
。
そ
の
鍵

は
今
後
実
施
さ
れ
る
第
二
期
事
業
の
展
開
い
か
ん
に

か
か
っ
て
く
る
と
い
え
る
。
だ
が
そ
こ
ま
で
先
走
り

し
な
く
と
も
、
そ
も
そ
も「
に
ぎ
わ
い
創
出
」の
成
功

が
な
け
れ
ば
、
次
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
ら
で
き
な

い
。
富
良
野
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
は

ま
ず
こ
の
序
盤
戦
と
も
い
う
べ
き
第
一
期
事
業
（
に

ぎ
わ
い
創
出
）
に
お
い
て
鮮
や
か
な
勝
利
を
収
め
、

「
さ
ら
に
そ
の
次
」の
ス
テ
ッ
プ（
第
二
期
事
業
）へ
と

清浄な白一色におおわれる富良野の冬

北海道の中央部（へそ）に位置する富良野市ならではの「北海へそ踊り」
（毎年7月）

中央がマルシェ２部分、右の高層部が共同住宅 先にオープンしたフラノマルシェのにぎわい（店舗はすべて地元業者）
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つ
な
ご
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
橋
頭
堡
こ
そ

が
、
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
２
も
入
っ
て
い
る
ネ
ー
ブ
ル

タ
ウ
ン
事
業
な
の
だ
。

ル
ー
バ
ン
・
フ
ラ
ノ
構
想
が
示
す 

将
来
都
市
像

　

フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
事
業
、
ネ
ー
ブ
ル
タ
ウ
ン
事
業

を
含
む「
富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

は
平
成
18
年
の「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」の
改
正
を
契
機

に
設
立
さ
れ
た
「
富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協

議
会
」が
中
心
と
な
り
、
平
成
20
年
２
月
に
策
定（
実

施
期
間
は
平
成
20
年
11
月
〜
平
成
26
年
10
月
）
さ
れ

た（
同
年
10
月
に
新
計
画
認
定
）。
策
定
の
実
質
的
な

主
体
・
推
進
力
と
な
り
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
の
核
と
し
て
の「
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
事
業
」を
提

唱
し
た
の
は
、
地
元

商
工
会
議
所
や
各
商

店
街
、
市
民
有
志
な

ど
が
設
立
し
た
「
ふ

ら
の
ま
ち
づ
く
り
株

式
会
社
」（
平
成
15
年

設
立
）だ
。

　

中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
ル
ー
バ

ン
・
フ
ラ
ノ
構
想
」

と
い
う
名
称
で
整
理

さ
れ
て
い
る
。
ル
ー

バ
ン
と
は
ル
ー
ラ
ル

（
田
舎
）と
ア
ー
バ
ン（
都
会
）を
組
み
合
わ
せ
た
造
語

だ
。
地
元
富
良
野
市
を
田
舎
と
都
会
の
魅
力
を
併
せ

持
つ
、
快
適
で
心
豊
か
に
過
ご
せ
る
田
園
都
市
へ

と
、
自
ら
の
力
で
は
ぐ
く
ん
で
い
き
た
い
│
│
。
そ

ん
な
願
い
が
ル
ー
バ
ン
・
フ
ラ
ノ
構
想
の
名
称
お
よ

び
内
容
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
の
人
々
が
こ

の
よ
う
な
思
い
を
持
つ
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
近
年

観
光
地
と
し
て
、
ま
た
都
市
と
し
て
の
富
良
野
市
の

将
来
性
に
危
機
意
識
が
生
じ
て
い
た
経
緯
が
あ
る
と

い
う
。

　
「
そ
れ
は
当
然
、
行
政
の
危
機
意
識
と
も
合
致
し
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
端
的
に
言
え
ば
観
光
客
数
の
減
少

化
と
人
口
の
減
少
化
に
あ
り
ま
す
。
富
良
野
市
の
人
口

は
昭
和
40
年
の
３
万
６
６
２
７
人
を
ピ
ー
ク
に
漸
減
し

続
け
、
今
年
３
月
末
時
点
で
は
２
万
３
０
９
１
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
観
光
客
数
は
平
成
14
年
の

２
４
９
万
人
を
ピ
ー
ク
に
や
は
り
漸
減
傾
向
で
、
現

在
は
１
８
０
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
減
少

気
味
と
は
い
え
、
１
８
０
万
人
の
観
光
客
入
込
数
は

か
な
り
の
水
準
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち

何
割
が
中
心
市
街
地
に
も
来
て
く
れ
る
か
と
い
え

ば
、
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
が
で
き
る
以
前
は
年
間
１
割

も
引
き
込
め
て
い
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
現
状
で

し
た
」（
能
登
市
長
）

　

そ
う
し
た
状
況
下
の
平
成
19
年
に
、
フ
ラ
ノ
マ
ル

シ
ェ
が
現
在
建
つ
場
所
に
立
地
し
て
い
た
富
良
野
圏

域
の
基
幹
病
院
「
富
良
野
協
会
病
院
」（
運
営
主
体
は

社
会
福
祉
法
人
北
海
道
社
会
事
業
協
会
）
が
、
Ｊ
Ｒ

富
良
野
駅
を
挟
ん
だ
反
対
側（
駅
裏
）へ
移
転
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
国
道
38
号
線
沿
い
の
一
等
地
に
で
き

た
、
そ
の
跡
地（
約
２
０
０
０
坪
）の
利
活
用
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
は
非
常
に
重
大
だ
っ
た
。
中

心
市
街
地
の
再
活
性
化
の
成
否
の
み
な
ら
ず
、
都
市

と
し
て
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
全
般
を
左

右
す
る
重
大
な
要
素
を
は
ら
ん
で
お
り
、
そ
れ
だ
け

に
官
民
の
危
機
意
識
は
よ
り
一
層
高
ま
り
、
議
論
が

百
出
し
た
。

　
「
当
初
一
番
有
力
だ
っ
た
の
は
『
道
の
駅
』
の
設
置

で
し
た
。
国
道
38
号
線
沿
い
に
つ
く
る
集
客
施
設
と

し
て
は
最
適
だ
し
、
既
存
の
事
例
が
多
く
、
集
客
の

効
果
が
手
っ
取
り
早
く
出
る
と
い
う
い
い
方
も
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
道
の
駅
を
つ
く
れ
ば
確
か
に
立
ち

寄
る
車
や
人
は
急
増
す
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
こ
か
ら

さ
ら
に
市
街
地
の
内
部
に
入
っ
て
い
こ
う
と
す
る
人

は
ほ
と
ん
ど
出
て
来
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
ら
む

し
ろ
、
そ
の
場
所
を
単
な
る
立
ち
寄
り
先
で
な
く
、

富良野の食材だけでつくられたこだわりのＢ級グルメ「富良野オムカレー」

富良野・美瑛観光圏のメインメニューのひとつ「アウトドアツアー」
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富良野市　市 政 ル ポ

（北海道）

鉄
道
駅
と
は
ま
た
違
う《
ま
ち
の
玄
関
口
》に
す
る
方

法
は
な
い
か
。
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
わ
れ
わ
れ
行
政

と
が
侃か
ん
か
ん
が
く
が
く

々
諤
々
の
議
論
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
そ
の

よ
う
な
方
向
性
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
フ
ラ
ノ
マ
ル

シ
ェ
事
業
と
ネ
ー
ブ
ル
タ
ウ
ン
事
業
を
核
に
す
る

ル
ー
バ
ン
・
フ
ラ
ノ
構
想
（
富
良
野
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
）へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
」

（
能
登
市
長
）

　

ま
た
、
田
舎（
ル
ー
ラ
ル
）と
都
会（
ア
ー
バ
ン
）の
魅

力
を
併
せ
持
つ
、
快
適
で
心
豊
か
に
過
ご
せ
る
田
園

都
市
を
、
自
ら
の
力
で
は
ぐ
く
ん
で
い
き
た
い
│
│

と
す
る
、
富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
の
コ
ン
セ

プ
ト（
ル
ー
バ
ン
・
フ
ラ
ノ
構
想
）は
、
そ
の
ま
ま
現

行
の「
第
５
次
富
良
野
市
総
合
計
画
」が
目
指
す「
農

村
観
光
環
境
都
市
」
と
い
う
都
市
像
に
も
合
致
し
て

く
る
。

富
良
野
が
目
指
す 

農
村
観
光
環
境
都
市
の
形
成

　

前
述
し
た
よ
う
に
富
良
野
市
最
大
の
地
域
資
源
は

「
農
と
食
」だ
。
農
は
観
光
と
と
も
に
、
富
良
野
市
の

基
幹
産
業
の
役
割
を
も
担
っ
て
い
る
。
富
良
野
市
は

同
時
に
日
本
最
高
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
14
種
類
の
ご

み
分
別
を
ベ
ー
ス
に
93
％
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
達

成
）
を
誇
る
環
境
都
市
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

高
品
質
・
好
イ
メ
ー
ジ
の
富
良
野
の
農
産
物
は
リ
サ

イ
ク
ル
率
日
本
一
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
背
景

に
、
安
心
・
安
全
な
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し

て
も
い
る
。
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
循
環
が
ま
た
、

富
良
野
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の
「
憧
れ
」
の
源
泉
に

な
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

富
良
野
市
域
の
地
形
を
大
ざ
っ
ぱ
に
ご
説
明
す
る

と
、
平
坦
な
中
心
市
街
地
を
真
ん
中
に
、
市
域
北
側

に
は
ぶ
ど
う
畑
、
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
工
場
、
ふ
ら
の
ワ

イ
ン
ハ
ウ
ス
な
ど
が
ゆ
っ
た
り
と
建
ち
並
ぶ
丘
陵
地

帯
が
展
開
す
る
。
ま
た
西
側
に
は
北
の
峰
ゾ
ー
ン
が

あ
り
、
南
西
側
の
富
良
野
ス
キ
ー
場
を
擁
す
る
富
良

野
ゾ
ー
ン
へ
と
続
く
山
岳
地
帯
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
か
ら
富
良
野
チ
ー
ズ
工
房
や
付
属
施
設
が
点
在
す

る
丘
陵
部
を
降
り
て
い
く
と
、
空
知
川
沿
い
に
広
が

る
南
部
の
低
地
に
は
広
大
な
タ
マ
ネ
ギ
の
畑
作
地
帯

が
展
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
の
線
路
を
挟
ん
で

市
域
東
側
に
行
け
ば
、
大
地
は
再
び
盛
り
上
が
り
、

ゴ
ル
フ
場
や
標
高
５
０
０
ｍ
の
麓
郷
の
森
な
ど
の
あ

る
丘
陵
地
帯
に
な
る
。

　

中
央
部
の
中
心
市
街
地
と
南
部
の
空
知
川
沿
い
の

低
地
を
除
け
ば
、
市
域
は
お
お
む
ね
丘
陵
地
帯
か
山

ふらのワイン、ぶどう果汁は富良野の四季の恵み

外国人観光客にも大人気の「富良野チーズ工房」

今や全国区ブランドに成長した「ふらのワイン工場」
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岳
地
帯
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
も
標
高
の
高
い
そ
れ
ら
の
地
区
に
集
中
し
て

い
る
。
国
道
38
号
線
と
２
３
７
号
線
を
活
用
す
れ
ば
、

中
心
市
街
地
に
あ
え
て
入
ら
な
く
て
も
主
要
観
光
地

に
は
ほ
ぼ
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
の
だ
。
以
前
は
こ
の

流
れ
を
突
き
崩
す
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
現
在
は
前
述
の
よ
う
に
少
な
く
と
も
年
間

70
万
人
、
80
万
人
の
観
光
客
が
国
道
38
号
線
沿
い
の

フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
に
立
ち
寄
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後

は
そ
の
流
れ
を
い
か
に
中
心
市
街
地
全
域
に
広
げ
ら

れ
る
か
の「
勝
負
ど
こ
ろ
」を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
富
良
野
市
で
は
、
都
市
と
し
て
の

富
良
野
市
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
形
成
す
る
「
農
村
・
観

光
・
環
境
」
の
３
要
素
の
バ
ラ
ン
ス
を
さ
ら
に
高
め

る
べ
く
、
多
角
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
最
も
緊
急
性
の
高
い
取
り
組
み
は
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成
と
確
保
だ
。

　

具
体
的
に
は
昨
年
12
月
に
開
設
し
た
「
富
良
野
市

農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
に
、
新
規
就

農
者
の
育
成
と
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
併
せ
て
関
係

機
関
や
団
体
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
、「
富
良
野
市

農
業
担
い
手
育
成
協
議
会
」
の
人
材
育
成
機
能
を
強

化
す
る
た
め
の
法
人
化
に
も
着
手
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
現
在
、
富
良
野
市
の
作
付
耕
地
面
積

は
約
９
２
８
４
ha
で
、
農
家
戸
数
は
現
在
６
５
２
戸
。

主
要
作
物
は
タ
マ
ネ
ギ
、
に
ん
じ
ん
、
ス
イ
カ
、
メ

ロ
ン
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
の
野
菜
類
で
、
販
売

高
の
半
分
強
を
占
め
、
次
い
で
乳
用
牛
、
豆
類
・
雑

穀
類
な
ど
が
続
き
、
米
や
麦
は
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の

３
％
以
内
で
あ
る
。
収
益
は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る

の
だ
が
農
家
戸
数
が
除
々
に
減
少
し
て
い
る
分
、
離

農
者
の
農
地
が
現
存
農
家
に
集
積
さ
れ
て
い
く
た

め
、
１
戸
当
た
り
の
作
付
面
積
は
拡
大

し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
人
材

の
育
成
と
確
保
は
よ
り
一
層
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
だ
が
富
良
野
市
で
は
、

新
規
就
農
希
望
者
を
闇
雲
に
集
め
る
の

で
な
く
、
地
に
足
を
着
け
て
、
確
実
に

新
規
就
農
し
て
く
れ
る
人
材
の
育
成
、

転
出
し
た
農
家
子
弟
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
農

を
促
す
情
報
発
信
、
さ
ら
に
は
多
様
な

担
い
手（
家
族
経
営
、
家
族
就
農
、
法
人

経
営
、
雇
用
就
農
な
ど
）の
育
成
に
も
着

手
し
て
い
る
。

　

取
材
の
際
に
は
、
ち
ょ
う
ど
新
規
就

農
を
希
望
す
る
人
々
向
け
（
大
阪
出
身

の
ご
夫
婦
の
参
加
者
も
あ
っ
た
）
の
研
修
会
が
担
い

手
育
成
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
て
い
た
。
実
際
に
新
規

（
独
立
自
営
）就
農
す
る
ま
で
に
は
農
作
業
実
習
、
農

家
研
修
、
模
擬
経
営
研
修
な
ど
を
含
め
、
３
年
以
上

の
歳
月（
雇
用
就
農
の
場
合
は
１
年
半
〜
２
年
程
度
）

が
掛
か
る
。
特
に
中
高
年
以
上
の
世
代
に
は
将
来
を

懸
け
た
決
断
に
な
る
。
そ
う
し
た
背
景
も
踏
ま
え

て
、
独
立
当
初
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
収
益
性
が
高
く

栽
培
し
や
す
い
作
物
か
ら
手
掛
け
る
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
る
と
は
い
え
、
参
加
者

た
ち
が
皆
、
緊
張
感
み
な
ぎ
る
真
剣
な
表
情
で
聞
き

入
っ
て
い
る
様
子
が
印
象
的
だ
っ
た
。

自
ら
の
力
で
切
り
開
く
ま
ち
づ
く
り

　

農
業
と
並
ぶ
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
面
で
は
現

常に人手不足の農作業には全国からやってくるヘルパーの助力が不可欠

新規就農者への説明会の模様

市内をゆったり流れる空知川
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在
、
以
前
か
ら
広
域
連
携
し
て
い
た
富
良
野
・
美
瑛

観
光
圏
（
富
良
野
市
、
美
瑛
町
、
上
富
良
野
町
、
中

富
良
野
町
、
南
富
良
野
町
、
占
冠
村
）
が
、
さ
ら
に

日
本
を
代
表
す
る
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
す
る
ブ
ラ

ン
ド
観
光
圏（
平
成
29
年
度
に
認
定
予
定
）の
採
択
に

向
け
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
よ
り
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
、

観
光
地
域
づ
く
り
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
確
立
を
目

指
し
て
い
る
。

　

観
光
圏
と
し
て
目
指
す
の
は
「
豊
か
な
自
然
と
美

し
い
田
園
を
１
０
０
年
後
の
子
孫
に
対
し
、
今
以
上

の
形
に
し
て
引
き
継
ぐ
こ
と
」（
能
登
市
長
）
だ
。
こ

れ
は
富
良
野
・
美
瑛
観
光
圏
全
域
に
い
え
る
こ
と
だ

が
、
自
然
景
観
と
と
も
に
最
大
の
ウ
リ
は
農
業
景
観

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
豊
か
な
食
材
の
数
々

で
あ
る
。
農
業
景
観
を
今
以
上
の
形
で
将
来
に
残
す

事
業
は
、
ブ
ラ
ン
ド
観
光
圏
と
し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
す
る
た
め
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
。

　

四
季
折
々
の
美
し
い
景
観
や
冬
場
の
ス
キ
ー
観

光
な
ど
が
人
気
だ
っ
た
富
良
野
市
の
名
前
が
全
国

に
と
ど
ろ
き
、
夏
場
の
観
光
シ
ー
ズ
に
も
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
は
、
や

は
り
昭
和
56
年
に
放
映
開
始
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
『
北
の
国
か
ら
』
の
人
気
が
大
き
い
。
ド
ラ
マ
を

通
じ
て
北
海
へ
そ
踊
り
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
の
美
し

さ
も
一
躍
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
脚
本
を
担

当
し
た
倉
本
聰
さ
ん
の
肝
い
り
で
始
ま
っ
た
富
良

野
塾
の
活
動
は
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
ら
の
演
劇

工
房
が
中
心
と
な
り
、
演
劇
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。「
一
時
期
は
そ
う
し
た
過
去
の
遺
産
で

観
光
客
が
大
勢
来
て
く
だ
さ
る
時
代
も
あ
っ
た
」
と

述
懐
す
る
能
登
市
長
だ
が
、「
そ
う
し
た
依
存
的
な

姿
勢
で
い
て
は
、
現
代
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り
切

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
過
去
の
遺
産
は
大
切
に

守
り
な
が
ら
も
、
何
事
に
お
い
て
も
自
分
た
ち
の

力
で
現
状
を
切
り
開
い
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
何

よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
断
言
す
る
。
何
よ
り

も
雄
弁
に
そ
れ
を
物
語
る
成
功
事
例
と
し
て
あ
る

の
が
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
で
あ
り
、
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ

２
を
含
め
て
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
ネ
ー
ブ
ル

タ
ウ
ン
だ
と
い
え
る
。

　

日
本
一
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
基
礎
に
循
環
型
社
会

形
成
に
向
け
長
年
努
力
を
重
ね
て
き
た
富
良
野
市
の

ま
ち
づ
く
り
は
今
、
地
域
の
活
性
化
と
い
う
面
に
お

い
て
も
、
農
村
・
観
光
・
環
境
が
連
環
す
る
循
環
型

の
ま
ち
づ
く
り
、
す
な
わ
ち
農
村
観
光
環
境
都
市
の

形
成
へ
と
、
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
を
拡
大
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

（
取
材
・
文

遠
藤　

隆
／
取
材
日

平
成
27
年
６
月
11
日
）

倉本聰氏監修の「北の国から」資料館

演劇のまち富良野の拠点施設・富良野演劇工場

多くの観光客が押し寄せる富良野のラベンダー畑（7月）
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